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Ⅴ アウトカム項目

「いっしん館いずみ」は、横浜市営地下鉄「立場駅」からバスで５分、歩いても１５分の新興住
宅地にあります。ホームに隣接する空き地は芝生が植えられ、利用者の散歩コースであった
り、緊急避難場所となっています。建物の周りも明るい環境ですが、建物の中も、利用者と職
員の明るい笑顔と笑い声で満ち溢れています。
＜優れている点＞
○理念の周知徹底と、サービス提供での実践
職員のほとんどが常勤者で占められており、少数精鋭主義を志向されているように思われま
す。毎朝の理念の唱和や、ふた月に１回の社長を囲んだミーティングでの教育などで、法人
の方針が良く浸透しており開設時より一貫した方針に基ずくサービスが提供されています。
○利用者と職員の距離が近く、暖かさに包まれた環境
職員は、仕事をしながらでも利用者と常に言葉を交わすなど、利用者との接触密度を高めて
います。このような当たり前のことが、お互いの距離を家族的な近さにして、一つの大家族を
作っています。共に呼称で呼び合うことも、利用者への尊敬と職員に対する信頼関係が根
付いて生活の常識への営みが窺えます。
＜工夫している点＞
○恒例の年一回のバス旅行など、利用者の楽しみを追及したレクリエーション
[行ける内に連れて行って喜んで貰いたい]という考えでしょうか、他ではなかなか真似のでき
ない利用者本位のサービスが展開されています。全員で出掛ける仕組や旅行中の食事や
入浴、排泄、サービスの提供には工夫より喜んで貰おうという職員の熱意が感じられます。

当たり前のことを当たり前に！施設の常識ではなく、生活の常識を営んでおります。
外食に行ったり、居酒屋に行ったりと！年に一度は一泊旅行へも行っております。
喜怒哀楽を共にして、明るく楽しいく元気に笑顔が自然にでる環境をモットーに日々
生活を送っております。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護
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神奈川県横浜市泉区和泉町１９５３－２
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http://www.kaigo-kouhyou-kanagawa.jp/kaigosip/infomationPublic.do?JCD=1493600074&SCD=320

平成23年2月15日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

平成22年11月10日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　いっしん館　いずみ

グル－プホームいっしん館　いずみ１階

 事業所名

 ユニット名

福祉サービス第三者評価機関 しょうなん　　株式会社フィールズ



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

７つの基本理念と決め事十則を念頭に
置き、利用者様の自尊心を大切にし、
その人らしく暮らし続ける事を支えて
います。

職員にとって、法人が定めた理念と決
め事十則は、利用者にサービスを提供
する上での最大の拠り所となっていま
す。この理念と十則をサービスに実践
するため、１・２階の職員は夫々の月
間目標を掲げて、その実現に努めてい
ます。

地域の夏祭り、消防訓練や下和泉ケア
プラザでのコーヒーサロンなどに参加
したりし、地域の方々との交流を図っ
ている。

地域の行事に参加したり、子供110番
の家などで、積極的に協力していま
す。また自治会の掲示板に、事業所情
報を掲示しています。掲示板を介して
秋祭りなど事業所のイベントに地域住
民の参加や協力を求め、交流の促進に
努めています。

　

地域運営推進会議など活用し、認知症
の方の日常生活などをお伝えし理解を
深めて頂いている。

　

昨年より何度となく地域の方々に当施
設の話をさせて頂き、理解は深まった
と思うが、まだ意見を頂けるほどでは
ない。

地域にはグループホームが多く、事業
所単位の会議では行政や地域代表の出
席が難しい為、区主導の７事業所合同
で開催してきました。本来の趣旨に
則った事業所単独の開催が望まれてい
ましたが、この１１月に初めて単独開
催が試みられています。

地域の事情もあり「いっしん
館」だけが単独開催を指向す
るのは難しいと思われます
が、年４回の合同会議の合間
に単独開催を組み入れるな
ど、事業所独自のテーマの会
議開催が期待されます。

泉区主催のグループホーム連絡協議会
に参加し、他施設からの情報を聞き、
サービスの向上に取り組んでいる。

生活保護受給者の受入れにも積極的に
取組んでおり、区の高齢支援課や援護
課とは頻繁に情報交換などの話し合い
を行っています。またグループホーム
連絡協議会を通して研修会などの情報
交換を行っています。

行政の介護相談員派遣事業を
受け入れている系列事業所が
あるようですが、当事業所と
しても受入れを試行されさら
なる市町村との連携を深めて
いかれる事も期待されます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

職員が加害者、利用者様が加害者・被
害者にならないよう細心の注意を払い
利用者様同士のトラブルも避けられる
よう、先を見据えた行動を心がけてい
る。

身体拘束はせず、本人の意思決定を尊
重し、身体拘束のない生活作りをして
いる。

理念の実践と言う観点からも、職員全
員が身体拘束廃止について正しく理解
しており、身体拘束ゼロのケアを実践
しています。また玄関やベランダ、階
段ホールなども、「当たり前のこと」
として、鍵を掛けないケアに取組まれ
ています。

「ご意見箱」の設置やご家族が来館さ
れた時など、職員が声をかけるよう心
掛け、要望など直接伺えられるように
している。

家族が面会や運営推進会議、秋祭りな
どの行事に訪れた際に、職員から声を
かけ、意見、要望を聞いています。洗
濯物の毛玉が気になるという声を受け
洗濯方法を改善するなど、出された要
望にはすぐに対応しています。

本人、家族から出た意見、要
望は記録し、今後の運営への
データとして蓄積することが
期待されます。

実践者、管理者研修などを通し知識を
得ている。成年後見制度では現在、利
用者様のご家族（1名）が後見人と
なっています。

契約時、解約時には必ず利用者様、ご
家族等に疑問など尋ね、理解し納得し
て頂けるまで説明を行なっています。

福祉サービス第三者評価機関 しょうなん　　株式会社フィールズ



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

社内研修や横浜市や、泉区主催の研修
会、講習会などの参加を職員に促し、
レベルアップを図っている。

月１回館での全体ミーティングやいっ
しん定例会議などを通して職員の意見
や不満など話し合う機会を設けてい
る。

食事係、医療係、レク係等の係を決
め、職員が責任をもって職務に当たれ
るようにしています。各係から上がっ
た提案はスタッフミーテイングで話し
合い、日々のケアに反映しています。
職員間の風通しはよく、相談しあう土
壌ができています。

代表者は２ヶ月に一度、管理者は毎月
スタッフミーティングに参加し職員の
個々の状態を把握し職員全員が向上心
を持てるよう、代表者の思いを伝えて
いる。

泉区運営推進会議やグループホーム連
絡会に参加し、同業者との交流を深
め、サービスの質の向上を目指してい
ます。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時の面接時に利用者様の今までの
生活スタイルや不安に思っていること
などしっかりお伺いし、職員全員が理
解し対応できるよう努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

面接時に利用者様を交えて、どうして
欲しいなど要望をじっくり聴くよう努
めています。

面接時にご本人・ご家族からの要望を
伺い、要望に合った施設を考慮し、支
援している。

利用者様が日々楽しく過ごせるよう、
職員一人ひとりが心掛け、つらい事や
楽しい事も共有し、支えあう関係が築
けている。

利用者様の状況などをこまめに報告
し、相談をしながら、共に利用者様を
支えていくよう心掛けている。

利用者様からの要望があればいつでも
馴染みの人達と連絡は取れるように
し、場所に関しての希望の時は出来る
だけ職員で対応し、外出など支援をし
ている。

利用者との日常会話の中から馴染みの
人や場所を把握し、希望があれば、馴
染みの人と連絡を取る手助けをした
り、一緒に外出したりして支援してい
ます。利用者から希望があれば、居酒
屋やパチンコに一緒に出かけることも
あります。
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実施状況 実施状況
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自
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評
価
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価
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

サービス利用終了の際、時々訪問して
いただけるようお話している。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

性格や習慣などから各利用者様の望む
他者との関係を考慮し、日々の集団生
活を支えあっていけるよう支援してい
る。

ケアプラン作成時は必ず利用者様と面
談し、日々の生活での希望や意向の把
握に努めている。

職員と利用者のコミュニケーションは
とてもよく、利用者が自分の思いを素
直に話せる関係ができています。職員
は日々の利用者との会話の中から一人
ひとりの希望や意向の把握に努めてお
り、把握した内容は職員間で話し合い
共有しています。

利用者様、ご家族から生活暦や暮らし
方などを聴き把握に努めている。

利用者様個人記録や当日勤務スタッフ
と情報を共有し、日々の過ごし方など
把握に努めている。
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自
己
評
価
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価
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

必ずご本人と面談し、居室担当者によ
るアセスメント後、サービス担当者会
議を開き、職員で検討しながら介護計
画を作成している。

利用者の居室担当がセンター方式の
シートを用いてアセスメントしていま
す。サービス担当者会議において、ア
セスメントを元に、利用者の状態や家
族の意向なども検討し、全職員で話し
合い、介護計画を作成しています。

個別に記録をとり、職員で情報を共有
しながら、より良い支援が出来るよう
活用している。

利用者様の要望には出来る限り対応し
ている。個別レクリエーションで買い
物や映画鑑賞等、利用者様のニーズに
対応している。

自治会の会員になり、地域で行なわれ
る防災訓練やお祭りなど参加してい
る。

月２～３回の内科往診に来て頂き、２
４時間連携をとれる体制をとってい
る。リハビリマッサージなども来て頂
いている。

本人や家族の希望するかかりつけ医が
ある場合は、その希望を尊重していま
すが、定期往診や緊急対応など医療と
の２４時間連携の体制を維持するため
に、本人や家族の納得のいく形で協力
医療機関での受診を勧めています。
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実施状況 実施状況
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価
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

週１回出勤する看護師に、相談・協力
して頂き、利用者様の体調管理を行
なっている。

職員が面会に行き、直接様子を見た
り、看護師や担当医に伺い状況の把握
をしている。

地域運営推進会議などで地域の方々に
協力して頂けるようお願いし、理解し
て頂いている。６ヶ月に一度、避難訓
練を行なっている。

直近の消防訓練は、夜間想定の消防訓
練でしたが、生憎の雨で消防署の出動
計画も中止され、館内での自主避難訓
練として実施されています。当日は運
営推進会議メンバーにも立ち会っても
らい、終了後に感想や意見を求めてい
ます。

運営推進会議のメンバーから
の指摘も有りましたが、消火
より避難が優先と言った、緊
急度の高い訓練目標を掲げた
計画立案が望まれます。また
備蓄品については、備蓄品目
や量の再検討が期待されま
す

入居時に看取りについて確認し、重度
化した時はご家族と話し合い方針を決
め、主治医にも相談をしながら支援し
ている。

利用契約書には「医療連携体制、及び
重度化・看取りに関する事項」の規程
があり、パンフレッドにも終身の対応
が述べられています。重度化や看取り
に関しては、入居時に説明し、確認し
ていますが、そうした局面では医師を
交て支援しています。

看取りを経験した職員の体験
や知識を、重度化や看取り介
護未経験の職員にも共有出来
る様な仕組みを構築し、レベ
ルアップを図っていく事も期
待されます。

入社時に十分説明をし、実践をしてい
る。又、６ヶ月に１度位に訓練をして
いる。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

職員が一人ひとりの利用者様の性格、
癖などを理解し、その利用者様にあっ
た言葉かけをしている。

利用者と職員の距離が近く、事業所が
一つの大家族となっています。また、
事業所には年長者への尊敬の念やお互
いの人格を尊重する法人の理念が風土
として培われており、お互いが呼称で
呼び合うことも当たり前のこととなっ
ています。

利用者様と談話しながら、自己決定出
来るような言葉かけを職員が心掛けて
いる。決して決めつけたりしないよう
に努めている。

散歩の好きな利用者様に対しては毎朝
散歩へ行ったり、お花の好きな方には
花壇を一緒に作るなど希望にそった支
援をしている。

利用者様の好みにあった洋服を一緒に
選んだり、外出時には希望する女性の
利用者様にはお化粧を施すなどの支援
をしている。

食事作りを一緒にするのは勿論、献立
を考えたり、食材の買い物なども一緒
に行なっている。食器拭きなど片付け
も一緒に行なっている。

普通の家庭のように、利用者と一緒に
食事作りをしたり、後片付けをしてい
ます。職員も利用者と同じ物を一緒に
食べ、味付けや好みなどを話題にし
て、楽しい時間を過ごしています。ま
た月に１回以上、外食の機会を設けて
います。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

医師や栄養士による食事面、水分摂取
量などの指示を受けながら献立を考え
ている。

毎食後の口腔ケアの声掛けや、義歯の
方は週一回の消毒を行なっている。口
腔内に問題が生じた時などは週一回の
歯科往診時に診て頂いたりしている。

利用者様の排泄パターンを把握した上
でさりげなく声掛けし支援している。

利用者の排泄パターンに合わせた声掛
け誘導や、就寝、食事、入浴、外出、
夜間の巡回時など日常生活のサイクル
の中でも利用者の素振りなどから感知
して、トイレでの排泄や自立の維持に
重点を置いて支援しています。

排便チェック表、食事摂取表を活用
し、食事の工夫、便秘薬の調節、運動
や牛乳などで排便コントロールをして
いる。

基本として利用者様の入りたい日、時
間に入浴して頂いている。入浴の嫌い
な方にも上手な声掛けで気持ちよく
入っていただけるよう工夫している。

入浴回数は、週２回が目安ですが、１
日おきの入浴など利用者の個人的希望
にも柔軟に対応しています。職員が３
名体制になる時間帯であればいつでも
入浴できます。入浴拒否を起こさない
ように、時間帯の中で自然に誘導する
工夫をしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

寝具の清潔保持を心がけ、安眠できる
よう努めている。夏季冬季には空調に
も気を配り、気持ちよく眠れるように
配慮している。

医師の指導、処方に基づき薬を理解
し、確実な服薬に努めている。利用者
様の体調変化なども注意し、医師に相
談し服薬の調整なども行なっている。

洗濯物たたみや食事の後片付けを行
なって頂いている。畑仕事の好きな方
には野菜作りなど行っていただくなど
している。

利用者様の希望によっては散歩や日々
の運動などを介護計画に上げ、職員が
意識を持ち利用者様が意欲的に取り組
めるよう努めている。家族との外出・
外泊も支援している。

庭の片隅に自分専用の畑を割り当てて
貰い、思い通りの畑作業に精を出して
いる利用者や職員と連れ立って食材を
調達に出掛けることを楽しみにしてい
る利用者もいます。恒例の一泊バス旅
行は、９月に他事業所と合同で那須塩
原へ出掛けています。

現在、ご自分で金銭管理のできる方は
いませんが、個人的な買い物にはス
タッフが同行し、清算時だけお金を渡
し会計して頂いたりしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

携帯型の子機にて居室でいつでもご家
族や知人に電話できるよう配慮してい
る。現在はおりませんが、手紙のやり
取りも利用者様にあった支援をしてい
けるよう心掛けている。

ホール内には季節にあった飾り付けや
利用者様の写真を貼ったりしている。
臭いの発生しやすい場所には消臭剤を
活用し不快感を与えないよう清潔に努
めている。

共用スペースは、利用者や職員にとっ
て、快適で機能的な造りとなっていま
す。例えばトイレは、車椅子での利用
を想定した出入りの容易性や介護者の
動き易さを考慮して設計され、ホール
は、ゆったりとした居心地と活動性が
重視されています。

ホール奥に和室を設置、テレビの周り
にはソファーを置くなどし、ゆっくり
談話できるスペースを作っている。

以前から使用されていた家具や備品で
意向に合わせた空間作りをし、快適に
生活して頂けるよう工夫している。

利用者の個性を感じさせたり、以前の
生活を偲ばせる居室など、利用者に合
わせた過ごし易い環境作りを支援して
います。誕生日の色紙や写真、プレゼ
ントなどの飾りつけにも職員の工夫が
感じられます。清掃は毎朝、職員と一
緒に行っています。

ホール内はシンプルな環境作りをし、
歩行に支障をきたすものは置かないよ
うにしている。壁面には手すりをつけ
安全面に配慮している。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム　いっしん館　いずみ

グループホームいっしん館　いずみ２Ｆ

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

ケアプラザで行なっているコーヒーサ
ロンや散歩中に立ち寄るなどをし、挨
拶を交わしたり、泉区主催の研修に参
加している。

町内へ散歩をしたり、地域運営推進会
議などを実施し、認知症についての情
報を共有する。

　

地域住民の方々と協力し、町内の方々
にグループホームのを理解していただ
くようホームに招く。防災訓練なども
一緒に参加をお願いする。

朝、必ず朝礼を行い基本理念の唱和を
行っています。決め事十則など、会社
独自の取り組みをし、利用者様それぞ
れの自尊心を大切にしております。

町内の集まりや行事に参加や消防訓練
の企画や参加をし、ケアプラザ内の行
事にも参加し、事業所主催の夏祭りや
秋祭りを介し地域と利用者様の交流を
図る。

　

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

福祉サービス第三者評価機関 しょうなん　　株式会社フィールズ



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

実践者、管理者研修を受けた職員を通
じ、全職員理解されている。現在ご利
用者様のご家族様一名、後見人となっ
ております。

必ず契約時または解約（退居）時に
は、ご本人様・ご家族様（ケースワー
カー）へ理解していただけるまで説明
しております。

館、入り口付近に「ご意見箱」の設
置。来館された際は職員より日々のご
様子やご利用者様の意見などを伝えて
います。

実践者、管理者研修を通じ、職員に伝
え、虐待の防止に努める。

身体拘束"０"（ゼロ）ケアのマニュア
ルを作成し、全ての職員が熟知してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

泉区運営推進会議やグループホーム連
絡会に参加し、同業者と交流を深め、
サービスの質の向上を目指している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

面接の際、不安なことや身体状況や要
望などを傾聴し、ご利用者様の気持ち
を理解するよう努めております。

社内での研修、交換研修や神奈川県、
横浜市、泉区などの研修に参加し、ス
キル向上に積極的に取り組んでいる。

月に一度会社全体で行なう定例会議に
参加し、１、２階ユニット合同のミー
ティングで意見、提案を聞く機会を設
けている。

代表者は各館が行なうミーティングに
参加し、職員の状態を見ながら全職員
の向上心を上げる為、代表者の思いな
ど理念に基づき伝えています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

なるべく支援できるよう心がけ、ご本
人様より要望があればご家族様等、相
談しながら支援していきたいと思いま
す。

細かいところからご利用者様の状況を
こまめにご家族様へ報告。「いっしん
便り」など使い、共に利用者様を支え
る努力をしています。

面接時、本人様の意見、ご家族様の意
見をしっかり聞いた上で、グループ
ホームでの生活が出来るか本社のもの
と相談する。

笑顔のある雰囲気作り、信頼関係を築
くよう心掛けております。日々の体調
や変化、気づける様心掛けておりま
す。

必ず面接時にご利用される方を交え
て、ご要望をじっくり傾聴し、ご家族
様からのご意見も聞いております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

ご利用者様の日々の行動、言動など
ケース記録に記している。

ケアプラン作成時にはセンター方式
（Ｃ表、Ｅ表）傾聴。希望、不安など
の把握に努めています。

過去や生活暦や今までの生活環境を聞
いて対応しています。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

職員がきっかけを探す事もあります
が、ご本人様同士の望まれている関係
を考えながら対応しております。

訪問や電話など、利用できるよう取り
組んでおります。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

地域の運動に参加、防災訓練など参加
し、町内の自治会にも参加していま
す。

月に２回の内科往診、毎週の歯科往
診、２４時間、主治医へ連絡を取れる
体制となっております。

個別記録（ケース記録）をとり、職員
で情報の共有をはかる。

ご利用者様の要望があれば個別にレク
リエーションを企画し実行していま
す。

必ずご利用者様と担当職員によるアセ
スメント（センターＣ表・Ｅ表）を作
成。サービス担当者会議などを開き介
護計画書を作成しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

入居時に看取りついて確認し、委任状
を書いていただき、状況に応じた対応
を話し合いにより方針を決める。

職員には救命講習、ＡＥＤの使用方法
について、定期的に研修を行なう。

年に二回の防災訓練、夜間訓練を行な
う。
地域の方々にも協力をお願いし訓練に
参加していただいている。

週一回出勤される看護職員、かかりつ
け医の事業所より看護師来館され、ご
利用者様の体調管理を相談、協力して
います。

かかりつけ医の事業所と近隣の救急対
応できる病院と提携。入院された場合
には定期的に様子を見に行き、病院側
と信頼関係を作る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

メニュー作りなど、ご利用者様の意見
を交えながら作成しています。

食事やお茶の提供時間、ラジオ体操以
外は、ご本人様の自由な時間とさせて
いただいております。入浴やお散歩な
ど声掛けし、希望にそって対応してい
ます。

着替えの際など自ら選んで着替えを行
なったり、どんな服を着たいかなど傾
聴し対応しています。理容はご本人様
の希望がなければ、依頼をしている訪
問理容にお願いしています。

ご利用者様の「その人らしさ」を第一
に考え、言葉かけなどを行なっていま
す。

強制はせず、様々な選択肢を提供し、
ご本人様と相談しながら決定していま
す。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

排便チェック表、食事量、水分摂取
量、運動量をチェックし状況によって
は個々に排便コントロールを行なう。

入りたい日に調整していますが、あま
りにも入浴されなければ清潔保持の為
声掛けし入浴して頂いていますが、あ
くまでご利用者様のご希望を最優先に
努めています。

毎食後、服薬を行なう前に口腔ケアを
行なう。毎週行なう訪問歯科を利用し
口腔ケアを行なう。

それぞれのご利用者様の排泄パター
ン、リズムを読み、トイレでの排泄に
努めています。

食事量は召し上がる量を観察し、職員
と相談しながら決める。糖尿病の方の
場合、医師より摂取カロリーを相談し
応じる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

金銭管理を行なえるご利用者様は現在
おりませんが要望などある場合は職員
同行にて出掛け、対応しています。

あまり無理にならぬよう洗濯たたみや
食事の片付け等、買い物など好きなこ
とをやっていただいております。館の
敷地内の畑で園芸もしております。

毎日のお散歩、日向ぼっこ、ドライブ
など介護計画に上げ、ご利用者様が意
欲を持って取り組めるよう努めていま
す。

ご利用者様のご希望と状況に合わせ支
援しております。布団干し、リネン交
換等も行なっています。

医師の指導により対応しています。服
薬状況に応じて錠剤を粉末にすること
もあります。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

なるべく、以前から使用していた家具
を使用し意向に合わせた快適な生活空
間を創っております。

一人一人を尊重した介助、支援を日々
のコミニケーションから見付け傾聴し
ながら「出来る事はやる」環境づくり
をしております。

ホールは、季節ごとに飾りやご利用者
様の写真を貼っています。
ホール、居室、各共有区間は環境整備
に力を入れております。

必ずユニット内に和室空間をつくりテ
レビの近くはゆっくり談話できる環境
づくりをしております。

電話、使用の際は電話番号を確認し職
員が掛け、ご本人様が気兼ねなく電話
できるよう居室でお話して頂いており
ます。
手紙等希望があれば、制限せず対応し
ていきます。
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　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホームいっしん館いずみ

目標達成計画 作成日　平成２３年 ２月 １２日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 64

地域に根付いたグループホーム作りをより目指
していきたいが、近隣の小学校や自治会との連
携が十分ではないのが課題。

外出機会を増やし、地域の方と交流出来る場
を作り、公園や共有施設を有効的に利用して
いく。

①近隣の小学校へアプローチし、行事等に参加さ
せて頂く。
②地域ケアプラザのイベントをより活用していく。
③散歩を増やし、近隣の方と接し交流を深める。

ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。


